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株式会社 ぶんか社
 


冷徹な魔法使いは奴隷少女と愛を知る






粟生慧・著

貴一みや・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　町の大きな広場で、恒例の奴隷市場が開催されている。

　ガリアック国の首都アルバースでは週末になると、町の中心にある公共広場で奴隷売買をするのだ。

　これはガリアック国の産業の一つで、わざわざ他国からやってきて売買に参加する奴隷商人も多い。

　地面が剥き出しの広場には、人が一人やっと入るくらいの鉄製の鳥かごがいくつも置かれている。

　若い男女が入った鳥かご型の檻だ。

　その周りに高価な服を着た老若男女が群がっていた。半分は冷やかし、残りは自分の欲しい奴隷を物色している。

　リアは鳥かごに囚われた奴隷の一人。

　茶の髪に茶の瞳、年の割には小柄で、女として成熟してないように見えるためか、性奴隷として人気がなく、なかなか買い手が見つからなかった。

　与えられた服は何度も洗ったからかすり切れてボロボロで、あまり風呂に入れてもらえないせいで髪もボサボサで薄汚れていた。

　リアは売れ残りとしてますます奴隷市場の隅へと押しやられて、今日もまた売れ残ったリアに向かって、奴隷商人が言い放った。

『明日売れなければ、おまえは鉱山行きだ。そこで男どもの慰み者として働き続けるんだ。育ててやった俺に少しでも貢献しろよ』

　その言葉を思い出し、ブルッと体を震わせる。

（今日ここで売れなかったら、本当に鉱山に売られてしまう……。そんなの嫌だわ……）

　リアは必死でだれかに買ってもらおうと視線を泳がせた。

　ふと、太って頭のはげた男と目が合った。

　リアは教えられたとおりにニコッと微笑んで男を見た。

　男はそばまで寄ってきて、臭い息を吐きながら、リアをじろじろと見る。

「おまえ、年はいくつだ」

「はい、わたしは多分二十歳です」

「思ったよりも年を食ってるな……これはやめておこう」

　男が立ち去ろうとしたとき、脇から奴隷商人がやってきて口を出した。

「待ってください、お客様。この奴隷はとても従順なので、きっとお楽しみいただけますよ」

「ふーん」

　太った男が下卑た笑いを浮かべて、リアに向かって上体をかがませた。

「それなら自分で触ってみろ。やらないなら買えないな」

　男がニヤニヤしながら言った。

　リアにとってここでやらなければ、鉱山行きという切羽詰まった状況だ。

　戸惑いに顔を青ざめさせて、リアは自分に強く迫ってくる男たち二人を見上げた。

　そのとき、突然辺りがざわめき始めた。

　商人と男が何事かと振り返る。

　リアも格子にすがり、騒ぎの元を見ようとした。

　他の檻を囲んでいた人々が二手に退き、まるで地面が二つに裂けるように道を作る。

　その道の先から、全身黒ずくめの男が、黒いマントを悠然と翻しながら歩いてきた。

　──人殺しの青と黒の魔法使いだ……！

　──何でこんなところに？

　その声音には恐れがにじんでいるように聞こえる。

　人々がざわつく言葉が、リアの耳にも届いた。

（魔法使い……）

　リアは生まれて初めて見る魔法使いをまじまじと眺めた。

　他の奴隷たちが話しているのを脇で聞いたことがあるが、ガリアック国の国王が諸国に侵略するときに魔法使いが手助けをしているのだそうだ。

　そして、国王に逆らったものを無残に殺しているとか。

（なんでそんな人がこんなところにいるの……？）

　なぜ奴隷市場に魔法使いが現れたのか、それすらも見当がつかない。

「待て、その女はわたしのものだ」

　その言葉を聞いてリアは驚いて目を見開く。

（……わたしがこの人のもの？）

　けれど、魔法使いを見るのも会うのも今が初めてで、なぜ魔法使いがそんなことを言うのか皆目見当がつかない。

（それともわたしが知らないだけで、前もって話をつけてたのかしら？　でも、それなら奴隷商人があんなこと言うはずないし……）

　訳がわからなくて、そんな考えがリアの中で交錯する。

　それで見覚えがあるかどうか、魔法使いをまじまじと観察した。

　今までリアは魔法使いというと、凄く年を取って恐ろしい外見の人間を想像していた。

　遠目で見る限り、この魔法使いは普通の青年に見えるし、想像以上に整った顔つきをしていて、感情の抑揚がない表情を浮かべている。

　けれど、醸す雰囲気がどこか威圧的で、実際には離れているのに強い圧力を感じた。

　奴隷商人も太った男も、若い魔法使いに圧倒されてたじろいでいる。

　魔法使いは脇目も振らず、他の奴隷を無視して、とうとうリアの前に立った。

　今まで言葉を失ったままだった奴隷商人と男が、我に返ったように魔法使いを見上げた。

「こ、こいつは俺が買うと決めていたんだぞ。横取りをするな！　魔法使いだからといって、なんでも許されると思うな」

　と文句を言った。

　魔法使いは太った男の言葉を無視した。まるで周囲にはリアと魔法使いしか存在しないような振る舞いだ。

（まるでわたしを助けてくれたみたいに現れた……？　なんで魔法使いがわたしを？）

　以前、魔法使いの話になったとき、仲間の奴隷たちが魔法使いは恐ろしい儀式のために人を殺すのだと話していたことを思い出した。

　そんな恐ろしい人間が、たかが奴隷一人を助けるだろうかと、リアは疑問に思う。

　彼が近くに来ると、ますますその端正な面立ちが際立って見えた。白い肌が黒い服で一層白く見えたし、黒髪はとても艶やかだ。背も高く、リアが立って並んだら、大人と子供くらいの差があるだろう。

　それほど整った容姿の男を見るのは、奴隷以外では初めてだった。

（なんて、綺麗な人なんだろう……。こんな人が儀式のために人殺しをするの？）

　思わずそんなことを考えながら、リアは呆然と男を見つめていた。

　魔法使いは二人を無視してかがむと、格子の間から手を差し込み、リアの顎を捕らえた。

「あ……」

　いきなり触れられて、驚いて声が出てしまう。

　胸がキュンとして体がこわばった。途端に胸が早鐘のように打ち始めて、リアはそんな自分に戸惑いを感じる。

　その細く男らしい指に顎を掴まれてもあらがう気にもなれなかった。

（こんな綺麗な人に触られるのは初めて……）
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　不躾に触れられるなんて日常茶飯事なのに、不思議な感覚が胸に広がって、酷くドキドキした。

（なんで、こんなに胸がドキドキするんだろう……？）

　恐ろしい人のはずなのに、なぜかそれが信じられなかった。

　魔法使いはリアの顎を掴んだまま、彼女の顔を左右に眺める。

「口を開けてみろ」

　ふいに言われて、リアは反射的に口を開いた。

「健康そうだな……。申し分ない」

　十分な吟味もしないまま、魔法使いが奴隷商人に言い放った。

　奴隷商人は呆然としたまま口をあんぐりと開けていたが、我に返り慌てて金額を提示した。

　売れ残っていたにしては高い金額だったが、魔法使いは何も言わず、マントの内側から革の小袋を取り出して、商人の足下に放る。

（あんな高い金額を言われたのに、すぐに買うって決めるなんて……）

　魔法使いの行動に、リアは驚きを隠せない。

（もしも、わたしを殺す目的で買うなら、こんなにお金を出すかしら……？）

　それが不思議でならなかった。

　一部始終を見ていた男が恐れも知らず、自分の杖で魔法使いのふくらはぎを軽く叩いた。

「おい、聞いてるのか！」

　魔法使いは、まるで汚らわしいものを見るような目つきで男を横目でねめつけると、うるさいハエを払うようにマントで杖をはたいた。

　軽く思えた動きだったのに杖は男の手から離れ、遠くまで飛んでいった。

「むぐ……」

　男がさらに文句を言うだろうと思ってリアが視線を戻すと、男が口元を押さえて苦しんでいる。

　その指の間から見えるものに、リアは震え上がった。

「むぐぐ……」

　男の唇が上下とも縫い付けられたように合わさり、口が開けなくなっていたのだ。

　優しいと思った魔法使いの残忍な仕打ちを目の当たりにして、自分も同じ目に遭うんじゃないかと、リアはようやく怖くなってうつむいた。

（そうよ……この人は人殺しの魔法使いなんだから、助けるために奴隷を買うわけがないわ……なんでそんなふうに感じたのかしら……これからどうなるかもわからないのに……）

　リアは急にゾッとしてきて両腕で肩を抱いた。

　奴隷商人は恐れおののきながら、慌てて鍵束を出し、リアの入っている檻の扉を開ける。

「ささ、どうぞ。お買い上げありがとうございます」

　そう言って、商人はリアを檻から引き出し、魔法使いの前に立たせた。

　リアは膝がガクガク震えるのを押さえきれず、震えたままうつむいていたが、商人が首に鎖を付けるとき、魔法使いがそれを制した。

「鎖はいい」

「は、はい」

　言われるまま、商人は手を止めた。

　リアは自分の前に立つ魔法使いを見上げた。

　魔法使いの黒曜石のような瞳がリアの目に映る。

　その瞳からは何の感情も読み取れなかった。

　リアは幼い頃から奴隷として躾けられているので、自ずと相手の表情を読み取る癖がついていた。

　うまく読み取れなければ、命令をすぐに理解できないし、理解できなければ酷い罰が待っているのだ。

（何を考えてるか、わからない……）

　リアは、それだけでこの男がとても恐ろしい冷酷な人間なのだと思えた。

「ついてこい」

　リアは自分が素直についてくることに全く疑いを持たないそぶりの魔法使いに付き従って、後ろをついて行った。

　群がっていた民衆の人垣が割れて、再び道ができる。

　そのときも人々はこそこそと魔法使いがどれほど恐ろしい存在かを囁き合っていたが、魔法使いはそんなことなど気にもしてない様子で、道の先に佇む馬へと向かっていった。

　黒いたてがみに青い毛並みの馬が、らんらんと光る瞳で魔法使いを見つめている。

　ありえない大きさと色の馬に、リアは気圧されて立ちすくんだ。

　魔法使いは無言のまま、いきなりリアを抱え上げて軽々と馬の背に乗せると、自分も馬にまたがり拍車をかけた。

　いななきもせず馬は走り出し、あっという間に広場を抜け、町の大通りを通り過ぎ、町を取り囲む外塀の門にたどり着いた。

　門兵が何か言いかけて魔法使いを見下ろしたけれど、その姿を認めると何も言わずに門を開け、魔法使いを外に出した。

　魔法使いは後ろにリアを乗せたまま街道を駆け抜けていった。

　リアはしばらく気が動転して馬の背に必死にしがみついていたが、次第に気持ちが落ち着いてきた。

　落ち着いて魔法使いを観察してみる。

（馬具なしで馬に乗ってる人を見るのは初めて……）

　馬の背から手を離し、黒いマントに触れる。

　風になびくそれは、馬と同じくらいに滑らかな手触りをしていて気持ちがいい。

　しかも黒い染料はとても貴重で、国王ですら黒い衣服を持っていないくらいだ。

　それだけでも、魔法使いが特別なのだとわかる。

　それにハーブのような香りがして、怖いのに心がリラックスしてきた。

（髪がとっても綺麗……。この馬のたてがみみたい）

　手入れをされた髪がさらさらと風になびいている。

　反面、自分の茶色の髪はパサついていて、全く手入れされていない。

　今またがっている馬よりも汚らしい。

　売れ残って何年も経つので手を加えてもらえてないのだ。

　他の奴隷たちは綺麗にしてもらい、自分をアピールできるけれど、自分にはできなかった。

　そんな汚い自分を、この魔法使いは一目で買うことにしたのだ。

（美人でもなんでもないのにどうして……？　わたしを気に入ったから？　恐ろしい儀式に生け贄が必要だからなの？）

　などと矛盾した考えに心が揺れ動く。

　それとも、人殺しと呼ばれる魔法使いなのだから、戯れにじわじわと嬲り殺すのが趣味なのだろうか。

　結局、殺すことが目的なのだ……。

（気に入った生け贄なら高いお金を払ってでも手に入れたいんだ……じっくり時間を掛けて拷問でもするんだろうか？）

　そう考えると、ゾーッと血の気が引いてきて、喜んだのもつかの間、自分の運は尽きていたのだという考えに囚われた。

　確かに自分は雑用ができる性奴隷でしかないから、まともな扱いを受けるとは思ってない。

　でも、ほんの少しでもいいから生きていて良かったと思えたらいいのに、と考えていた。

　優しさなど与えられず、その代わりにありとあらゆる性技を仕込まれた。雑用をこなす傍ら、未来の主人を喜ばせる性技を躾けられたけれど、本当は死ぬほど嫌だった。

　同じ死ぬのなら、恐ろしい思いをせずに死にたかった。嬲り殺されるのは嫌だった。それ以上に生きていたかった……。

　自分の行く末を思い、憂鬱な気分に打ちひしがれる。

　それなのに、だんだんと心地よい揺れに眠気がさしてきて、リアは黒マントにしがみついたまま、もたれかかるようにして眠ってしまった。




　ふと気付くと、森にさしかかっていた。

　かなり長い間眠っていたのか、辺りは夕暮れて日が沈みかけている。

　完全に森に入ってしまえば、木々に夕焼けは遮られ、真っ暗闇になるだろう。

　それに森には狼や得体の知れないものがいる。

　見たところ、魔法使いは武器を持っていない。

　もしも、狼に襲われたら一体どうするのだろう。

（狼に襲われでもしたら、わたしはまず食い殺されるかもしれない。奴隷のわたしを守る謂われなんてないもの）

　そう考えると、なぜかリアの心がすうっと冷たくなった。

　自分を心配して気にかけてくれる人間なんかこの世にはいないのだと、思い出した。

　何か危機が起これば、魔法使いは自分を置いて逃げてしまうに違いない。

　自分には囮くらいの価値しかないのだと思った。

　そのとき、狼の遠吠えが聞こえてきた。

　リアはビクッと肩をすくめて黒マントを握りしめる。

　狼が森の木立の向こうからどんどんと近づいてくる。

　魔法使いは狼の吠え声を聞いても何一つ動じる様子などなかった。馬の足を止めることもしなかった。

　ただ馬を全力疾走させるだけだ。

　このまま狼を振り切れるかもしれないと、リアが希望を見いだしたとき、ざっと音を立てて巨大な白い狼が行く手を塞いだ。

　空気が引き裂かれるような吠え声を放つ。

　とうとう馬が足踏みをしながら止まった。

　リアは薄目を開けて、狼を見やる。

　どう見ても二メートルはありそうな巨大なけだものだ。

　地面を踏みしめる足はどう見ても人間の顔くらいの大きさがあった。

　狼が牙と牙の間から涎を垂らして、金色の目でこちらを見据えている。

　獲物にいつでも飛びかかれるようにジッと睨みつけたまま、馬の周りをぐるぐると歩き回った。

　魔法使いは眉一つ動かさず、その狼を見ていた。

　とうとう間合いが狭まり、狼がリアに向かって跳躍した。

　リアの頭をまるごと呑み込めそうなほど大きなあぎとを開き、小刀ほどもある爪でリアを引き裂こうとした。

「きゃあ！」

　リアは恐ろしさに震え上がり、必死に魔法使いにしがみついた。

　そのとき、魔法使いが左手を大きく振りかざす。

　大地を揺るがす轟音が空から矢のように墜ちてきて、左手にある大木を引き裂いた。

　光の矢に引き裂かれた大木が狼を下敷きにしてしまった。

　おもむろに、今まで微動だにしなかった馬が駆け出した。

　リアは後ろを振り返って狼を見る。

　狼は大木の下でもがきながら、憎々しげにこちらを睨んでいた。

　今にも後を追ってきそうな雰囲気だったが、リアが想像しているよりも狼はダメージを受けているらしく、それ以上は追ってこなかった。

（また……助けてくれた？）

　ふと気付くと、馬を御している魔法使いが肩で息をしている。

　彼が息を荒くしているのが黒マント越しでもわかった。

（大丈夫かしら……？）

　結局、魔法使いはリアを犠牲にすることもなく狼から逃げおおせた。

　でもそれは魔法使いにとってとても大変なことなのだろうかと、リアは不思議に思う。

（こんなことくらいで疲れるものなの……？）

　マントにしがみつくリアには、正面を向いている魔法使いの顔色までは見ることができない。

　だから、魔法使いが本当に疲れているのかどうかわからなかった。




　周囲の景色は風のように過ぎていき、森はどんどん深くなっていく。

　道もないような森の中を突き進んで、やがてリアたちはぽっかりと空いた広場に飛び出した。

　リアが顔を上げると、そこには巨大な黒い塔がそびえ立っている。

　てっぺんが空を突いて伸びているように見えた。

　魔法使いが馬から降り立ち、リアに下りるように合図した。

　彼に手助けしてもらいながらようやく地面に降り立った。

　黒い塔の壁に、リアの姿が映るくらいつるつるとしている。

　魔法使いが壁に手を当てると、何も言わなくても壁に裂け目ができて、軋む音を立てながら、横に滑って開いた。

　ぽっかりと口を開いた内部は暗く、明かりもともっていない。

　魔法使いはその中へ入るように頭をクイッと動かして、無言で促した。

　リアは恐る恐る中に足を踏み入れる。

　すると、突然、塔の内部に設置されていたろうそくに灯がついた。

　ビクッと体を震わせて立ち止まると、後ろから魔法使いに軽く背中を押される。

（早く行けってことなのね……）

　塔に着いてから、リアは驚くほど冷静になっていた。

　殺されるものだと思って諦めがついたのだ。

　らせん状の階段を上っていくと途中途中に部屋の扉があり、いくつかの扉を通り過ぎた頃、ようやく魔法使いに、

「ここだ」

　と指示された。

（魔法使いの部屋……？　いろいろな恐ろしいものが置かれていたりするのかしら……）

　扉を開くと、思ったよりも落ち着いた雰囲気で居心地の良さそうな部屋だった。

　至って普通。と言うより、リアが知っているどんな部屋よりも豪華だった。

（これが生け贄になる人間の部屋かしら……。きっとここは魔法使いの部屋なんだわ）

「ここが魔法使い様のお部屋ですか？」

　すると、魔法使いが静かな声で言った。

「ここはおまえの部屋だ。風呂と着替えがある。着替えた後、上にある部屋に来れば食事も出そう」

「え……？」

（わたしに部屋を？　お風呂に服？　それに食事まで？　殺すつもりの奴隷になんでこんなに優しいの？）

　信じられない思いで、リアは背後の魔法使いを振り返った。

「早くしろ」

　冷たい声で命じられて、反射的に従った。

　慌てて部屋に入り、振り返るともう扉は閉じられていた。




　お風呂に入った後、ベッドの上に置いてある服を着た。

　清潔な紺色のワンピースに真っ白いエプロン。白いタイツに革のショートブーツ。奴隷になってから靴を履いたことがなかったリアは軽く感動した。

　鏡に映る自分を見てみる。くるりと回ってみたり、スカートの裾を持ち上げてみたりした。

（こんな上等な服なんて、生まれて初めて！　本当にこんな高価なものを着て良かったのかしら……？）

　戸惑いはしたけれど、安心もしていた。

　メイド服を与えられたことで、もしかしたら生け贄などではないと思えたからだ。

（生け贄にするつもりだったら、こんないい服を着せたりしないかもしれない……）

　そんなふうに考えながら鏡の中の自分をじっと見つめていたが、すぐに我に返って上の階の部屋に行くことにした。

　部屋の外に出て目の前に伸びるらせん階段を上っていくと、階段の先に茶色の扉が見えてきた。

　扉の前に立ち、息を吸ってリアは恐る恐るノックする。

「入れ」

　静かな男の声が扉の向こうから聞こえてきた。

　おずおずと扉を開けて中に入ると、いい匂いが漂ってくる。

　おいしそうな、口の中が唾液で満たされるような匂いだ。

　途端にリアは自分が凄くおなかがすいていることに気付いた。

（そういえば、朝、パンを食べたきりだ……）

　部屋には台所とテーブルと暖炉があり、くつろげるようになっている。

　台所を見渡してリアは驚く。

（なんて家庭的な暖かい台所……怖い魔法使いの台所には思えない……）

　魔法使いはテーブルの席に着き、退屈そうにこちらを見ていた。

「席について食え」

「……は、はい……あの……魔法使い様のお食事は？」

「わたしは食べない」

（え？　食べないのに……台所があるの？　どうして）

「わたしと違っておまえには食事が必要だ。おまえのためにここを用意した」

「台所を……？」

（魔法使い様がわざわざわたしのために作られたの……？）

　しかも魔法使いが食事を用意してくれるなんて思いもよらなかったのだ。

　その言葉に、リアは確信した。

（この方はわたしを殺すつもりなんてないんだわ……！　じゃなかったらこんなに親切にするわけがないもの）

「……ありがとうございます！」

　リアは思わずお礼を言っていた。

「早く食べろ」

　魔法使いは相変わらずつっけんどんで何を考えているかわからないけれど、少なくとも冷たいわけじゃない。

　リアは安心してテーブルに着いた。

　目の前のテーブルにはおいしそうなシチューに、柔らかそうなパン。新鮮な果物まである。

　今まで食べさせられていたものが脳裏に浮かぶ。

　食べ物と言うにはとても粗末なものばかりか、食事をもらえすらしないことも多かった。

　思わず涙を流しながら、リアはシチューを食べた。

（とってもおいしい……！　こんなにおいしい食事をしたのは初めて！）

　夢中で食べ終わった後、がっついてしまった自分を恥ずかしく思いながら、魔法使いに礼を言う。

「魔法使い様、ありがとうございます……」

　すると、今までリアの様子をじっと見つめていた魔法使いが、口を開く。

「おまえの名は？」

　それまで名前すら言ってなかったことにリアは気づき、慌てて答える。

「リアと言います。魔法使い様」

「わたしの名はバルバロスだ」

「……バルバロス様……」

　おなかがいっぱいになった後、リアは自分の立場を思い出した。

「あの……わたし……このあと、バルバロス様のお部屋に……」

（ご奉仕をしに参ります……）

　リアが言いかけると、バルバロスが最後まで言わせないで遮った。

「まずは眠れ」

「……え？」

　ふいにバルバロスが指輪をはめた指をリアの額に当てた。

　その途端、リアの意識がスゥッと遠のいて、眠りの底へストンと落ちていった。




　目が覚めると自分の部屋のベッドで寝ていて、慌てて布団をはだけると白いネグリジェを着ていた。

　シーツからは清潔な石けんの香りがする。

　わら布団ではなくこんな寝心地のいいベッドなんて生まれて初めてだった。

　それよりも、自分がなぜベッドにいるのか気になった。

（もしかして……ここに運んでくれたのはバルバロス様？）

　主人であるバルバロスがベッドまで運んでくれた上に、わざわざ寝間着を着せてくれたのかと思うと、なんだか胸が温かくなる。

（こんなに優しくしてくれるなんて……）

　しばらく感激に胸を震わせていたが、ふと気付くと、部屋にある窓からは朝の日差しがさんさんと差し込んでいる。

（寝過ごしちゃったかしら!?）

　慌ててリアはメイド服に着替え、台所へ向かった。

　台所には十分すぎるくらいの野菜と卵や干し肉、果物があり、料理の材料には全然困らなかった。

　上階の部屋に籠もっているバルバロスにシーツや服を洗濯すると言いに行くと、

「わたしは寝ないから、ベッドはない。服のことも構うな」

　と追い返された。

　仕方なく入られる部屋だけ掃除をし、空気を入れ換えるために窓を開けると、塔の下であの白い狼がうろうろしているのが見えた。

（あの狼、死ななかったんだわ……ここまで来るなんて、とても執念深いのね……）

　薄気味悪い狼を見てブルッと背筋を震わせたが、すぐに目を背けて家事に専念した。




　そんな感じで、リアは平穏な一週間を過ごした。

　バルバロスはごくたまに部屋から出てきて、台所で酒を飲んだ。

（お酒は飲まれるのね……でも、お酒だけなんてお体に悪いわ……）

　次第にリアはバルバロスに対して恐れが薄れてきていた。

　それ以上に食事もとらなければ眠ることもしない彼のことが心配で堪らない。

　日に一度顔を見せたと思ったら、いつも階下の酒蔵にある酒を求められた。

　そういうときのバルバロスはとても苦しそうで疲れ切っているように見えた。

　彼の白い肌がさらに青ざめている。

「大丈夫ですか？　お加減が悪いのですか？」

　心配して声をかけるけれど、「心配しなくていい」とつっけんどんに返されるだけだった。

　そんな主人に、リアは少しでも打ち解けようと、いつも窓の下にいる狼のことを話した。

「気にするな」

　バルバロスは一向に気にしていない様子だ。

　仕方なくリアは彼のコップに酒を注ぎながら、主人のことを考える。

（バルバロス様はご病気なの……？　わたしは看病のために買われたのかしら……それとも召使いにするために？　でも、いつかはご奉仕をするように言いつけられるかもしれない……ご奉仕は怖い……痛いばかりだもの）

　それなのにバルバロスになら夜のつとめを命じられてもいいような気がしていた。

　なぜなのかはわからないけれど、彼がとても優しいからかもしれない。

（バルバロス様なら、きっと痛くしない気がする……）

　根拠なんてないけれど、決して彼が自分に無理強いしないと信じきっていた。

　だから、いずれこちらから切り出さなければいけないだろうと覚悟を決めた。




　塔に来て十日が過ぎ、とうとうリアのほうから切り出した。

「バルバロス様、あの……夜のおつとめのほうはよろしいのでしょうか」

　バルバロスがいぶかしげな目つきでリアを見た。

　とても気分が悪そうだ。最近では声もかすれ、頬もやつれてきている。

「そんなにやりたいのか？」

　そう言って、バルバロスが大きな手でリアの細い腕を掴んだ。

（怖いっ……）

　いつにない彼の乱暴な仕草に、思わずリアの体がビクッとなる。

「あの……」

（聞いてみたけど、今ここでご奉仕しろって言われたらどうしよう……）

　怯えが顔に出ていたのだろうか、バルバロスが手を引っ込めた。

「気が向いたらおまえを抱く」

　リアはほっとしながらも、彼が一体なんのために自分を買ったのか、ますます訳がわからなくなった。




　二週間が経った──。

　バルバロスは特にリアを縛り付けることもなく、自由に過ごさせてくれた。

　リアも少しずつ塔での生活に慣れていき、階段の掃除がてら外に出ることもあった。

　その間にもバルバロスが日に日にやつれて生気を失っていく。

　この頃になると、主人が自分を抱かないのは病気だからだと思うようになっていた。

　それでも、なんとか元気を出してもらおうと、酒を飲みに下りてくるバルバロスに、いろいろな料理を作って勧めてみた。

「バルバロス様、このタンシチュー、腕によりをかけました。一口でいいので召し上がってください」

「必要ない」

　素っ気ない態度にもめげず、リアは毎日食事を勧めてみた。

　味にうるさいのかもといろいろな味付けや料理を試してみたし、お菓子も作ってみた。

（もしかして甘党なのかしら……ケーキなら食べてくれるかも）

「このケーキはわたしが習った唯一のものですが、とてもおいしいです。甘いものならお口に合いますか？」

　バルバロスが酒を飲みに台所に下りてくる度に、腕によりを掛けて作った料理を差し出しているうちに、それまで料理に見向きもしなかった彼が、チラリと視線を寄越すようになった。

（良かった！　ほんの少しでも興味を持ってもらえたわ！）

　食べてもらえなくても気にしてくれたことが嬉しくて、つい調子に乗って、ケーキをフォークに取り、バルバロスのほうへ差し向けた。

　リアの仕草に、いつもは無表情のバルバロスも面食らったように目を大きくする。

「おまえが食べろ」

　そう言ってまるで慌てるように立ち上がり、台所から出て行った。

（やり過ぎたから、怒ってしまわれたかしら……）

　しょんぼりとして、しばらく行き場をなくしたフォークを持っていたが、仕方なくそれを自分の口に含む。

（こんなにおいしいのになぁ。でも、いつかは食べてもらえるように努力しよう！）

　懲りずにまた料理に挑戦するのだった。




　いつものように階段の掃除をし終わり、リアは休憩がてら外に出てみた。

　森の空気は町の空気と違って澄んでいて気持ちがいい。心なしか空も澄みきっている。

（とっても幸せ……バルバロス様はお優しいし……でも、お体が心配。どうやったら滋養のあるものを召し上がってくれるかしら？）

　気付けばいつもバルバロスのことを考えるようになっていた。

　何を考えているかわからないけれど、優しいことだけはわかる。

　ほとんど話をすることはないけれど、無関心とは違う。

　いつの間にか替えの服を用意してくれたり、女性として必要なものをそろえてくれて、寝室に置いておいてくれたり。

　気付かないうちにリアがこうだったらいいなと夢に描いていたことを、バルバロスは与えてくれた。

　そのおかげか、毎夜夢に出てきていた昔の嫌な記憶も薄れていった。

　いつまでもこんな関係が続いたらいいのにと願っている自分がいる。

（ダメよ……分をわきまえないと。わたしは奴隷……バルバロス様はご主人様。お友達でも家族でもないんだから）

　そのとき、木陰からグルルという唸り声がして、リアは驚いてそちらを見やった。

　森の中から、牙を剥いた白い狼がのっそりと出てきた。

　あまりの恐怖にリアの体は金縛りにかかり、一ミリも動けなくなった。

「バルバロスにすっかりほだされたか？」

（え……!?）

　いきなり狼が人間の言葉を発して、リアはさらに驚いた。

（なんで狼が言葉をしゃべるの!?）

　愕然としているリアに狼がたたみかけるように言い放つ。

「もうあいつに抱かれたのか？　おまえがいなければ、あいつはさぞかし困るだろう」

（わたしがいなければ？）

「ククク、おまえの魔力をあいつは必要としているからな。おまえを殺せば、魔力を補給できなくなって、あいつは死ぬ。だから可哀想だがおまえには死んでもらう」

（魔力!?　わたしに魔力があるというの？　魔力があるのは魔法使いだけじゃないの!?）

「最後に教えてやろう。おまえの魔力が必要だからこそ、あいつはおまえを買ったのだ。魔力を吸われれば、おまえもいずれ死ぬだろう。じわじわ死ぬのを待つより、いっそ俺の手で死んだほうがいいかもしれないぞ？」

（わたしを買ったのは……魔力が目当て？　でも……バルバロス様はわたしに指一本触れてないわ）

　けれど、リアの心の声は狼に届かない。

　狼の間合いが徐々に縮まっていき、ひと飛びでリアを襲える距離にまで近づいてきた。

　狼が地を蹴ってリアに飛びかかり、足の下に組み敷いた。

　あぎとを大きく開いて、リアの首元を狙う。

（わたし、殺されるんだわ……）

　リアは恐怖に目を閉じた。

　その瞬間、稲妻が墜ちるような音が響いた。

「去れ、グルマイラ。メルリンごときがわたしに勝てると思うな」
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　目を開くと、いつの間にか目の前にバルバロスが立っていた。急いで塔から下りてきたのか、肩でゼイゼイと息をしている。

　いつもの黒マントを羽織っていない。最初、狼を追い払ったとき黒マントで狼の攻撃をよけたが、今その防具はなかった。

「バルバロス様……！」

　バルバロスの出現で金縛りが解けたリアが叫んだ。

　狼は間一髪で雷を避けたようだったが、よろりとよろめいた。

「バルバロス。俺のことをメルリンと蔑むのも今のうちだ。魔力が弱まっているところを見ると、まだこの小娘から魔力を吸っていないのだな。おまえのような男がなぜ小娘に情けをかけている」

「おまえには関係ない、グルマイラ」

「兄弟子に対して失礼なやつだ。おまえはどうだか知らないが、俺には充分関係あるぞ。おまえが死ねば、その呪具──指輪は俺のものになり、俺が次の青と黒の天地を統べる者、ウロラミス・アルダリオンになるのだからな！」

「おまえにこの称号を受ける資格はない。魔法使いとしての素養がないからこそ、おまえは後継に選ばれなかったのだ」

　リアは二人の話している内容が一つもわからなかった。

　わかるのは、狼がバルバロスを殺したがっていることだけだ。

「その指輪なしでは魔法も使えなくなっているくせに、ほざくな！」

（指輪……あの金の指輪のこと？）

　最初に狼を追い払ったとき、金の指輪が白く発光していたのを思い出した。

　指輪が魔法使いの証しであり、魔力の源なのだろうか？　リアは組み敷かれながらも、バルバロスが指輪を奪われないか、はらはらした。

「今のおまえに俺が倒せるものか！」

　確かに数週間前に大木を倒したときは、狼を圧倒するだけの迫力があったけれど、今のバルバロスにはそれがない。

　リアの目からもバルバロスの力が弱まっているのはわかる。

（病気じゃなかったんだわ……！　魔力が弱まっているから、バルバロス様は……）

　バルバロスが日に日にやつれていく理由を知り、そして自分を抱くことで魔力が回復するのだとわかり、愕然とした。

（死んでしまうのがわかっていてなぜわたしを抱かなかったの……!?　わたしを買ったのはそのためなのに？）

　バルバロスと狼の戦いを目の当たりにしながら、リアはそのことで頭がいっぱいになった。

（だめよ、今はそんなことを考えてる場合じゃないわ！　弱っているバルバロス様をお守りしないと！　体さえ動いたら……！）

　リアは狼に組み敷かれながらも、全身に力を込めてもがいた。それなのに、びくともしない。

「バルバロス様……！」

（このままだと、狼にやられてしまう……！）

　バルバロスが血を流して地に伏す姿を想像しただけで、恐ろしさに寒気が走って、血の気が引いた。

（わたしのことなんてどうでもいいわ。バルバロス様を逃がさないと！）

　なぜこんなにもバルバロスの危機に心が潰れそうなほど焦っているのか、自分のことなど構わなくていいとさえ思うのか……リアは認めるしかなかった。

（わたし、バルバロス様のことが好きなんだわ……！）

　奴隷なのに、主人に恋をしてしまった。それがどんなに大それたことなのかわかっているけれど、この思いを止める術がわからなかった。

　リアは狼の前足を懸命に拳でたたきつけた。

「バルバロス様！　逃げてください！　わたしのことなんてどうでもいいですから！」

　リアは声がかれるほど叫んだ。

　しかし、バルバロスは逃げずにその場にとどまり、狼に命じた。

「その娘を放せ」

「いいや、切り札をそうそう手放してたまるか」

「ならば死ね」

　バルバロスが冷たい声で言い放ち、指輪をはめたほうの手を天に掲げた。

　見る間に空にどんよりと雲が集まり、黒い塊になった。

　金の指輪が白く発光し始め、一閃が空を突き抜けた瞬間、狼めがけて稲妻が墜ちた。

　狼はその稲妻を避けるために、リアから後ずさるしかなかった。

　リアが自由になると、稲妻は角度を変えて狼を襲った。

　火花が散って白い毛を電撃が焼き、狼はひと鳴きすると、悔しそうにこちらを睨みながら木立の中へ逃げていった。

「う……」

　狼がいなくなると同時に、バルバロスが地面に膝をついた。

「バルバロス様！」

　リアは慌てて立ち上がり、倒れ込んだ主人を助け起こす。

「手助けは必要ない」

　弱々しい声音で、バルバロスがリアの手を振りほどこうとしたがかなわなかった。

　リアに支えられて、二人は塔へ戻っていった。




　最上階まで上るにはバルバロスがあまりにも力をなくしていたので、リアは機転を利かせて自分の寝室に主人を連れていき、ベッドに横たえた。

　バルバロスはばつが悪そうにして、すぐに肘をついて起き上がろうとするが、その努力はむなしく、どさっとベッドに倒れ込む。

　リアは水に浸した布をバスルームから持ってきて、バルバロスの脂汗がにじむ額を拭った。

「落ち着くまでここで休んでいてください」

「わたしの部屋に戻る。休む必要などない」

「でも……！」

　リアは自分の手を振り払うバルバロスをなんとか横にしようと覆い被さった。

　至近距離で顔を見合わせる体勢になり、リアは頬を赤らめる。

「ご、ごめんなさい……」

　間近で見るあまりにも整った主人の顔を見て、胸がドキドキとする。

（バルバロス様は魔力を使ってしまったから、今こんな状態なんだわ……。わたしを抱けば魔力を吸うことができるって言ってた。それなのに、わたしを抱かなかったのはなぜ？）

　リアは胸に湧き上がる疑問を口に出してみる。

「あの……なぜ、わたしを抱かれないんですか……？　あの狼が言ってたことは本当なんですか？」

「何が『本当』なんだ？」

「わ、わたしを抱いて魔力を吸うって……そうしないとバルバロス様は死んでしまうって……」

　黒曜石の瞳の光が揺れる。

　瞳は主人の閉ざしている感情を露わにした。

（本当のことなんだわ……わたしは……どうしたい？　バルバロス様がどんな目的であろうと、嬲られて死ぬ運命から助けられたことには変わりないわ。魔力を吸われたら死ぬって言われたけど、わたし……）

　二人は無言で見つめ合う。

「バルバロス様……わたしをいくらでも抱いてください」

　リアにためらいはなかった。

　バルバロスの細い指がリアの頬にかかる茶色の髪をすくい、耳にかける。

　彼のほうがためらっているように見えた。

　リアは彼の白い大きな手を両手で握り、その手のひらにキスをすると、みっちりと仕込まれた性技を施すときがきたと思った。

　体を移動させ、バルバロスの腰に手を当てて、ズボンのベルトを外そうとしたとき、彼がその手を制した。

「わたしに触るな。それほどにわたしの魔力の源になりたいのか。抱かれても構わないのか」

　どこか怒ったような口調の彼に、リアは戸惑ったけれど、こくりと頷く。

（ご主人様に恋愛感情を抱くなんて間違っているかもしれないけど、わたしはバルバロス様に死んでほしくない）

　それを合図に、バルバロスがリアの体を反転させて、自分に背を向けさせると、無造作にスカートをめくった。

「あ……」

「これは男女の営みとは違う。期待などするな」

　冷たい声音で言い放ち、彼の手がリアのタイツとショーツをずり下げ、彼女を四つん這いにさせた。

　荒っぽいけれど、リアのおののきをいたわるような動きで、彼女の股間に手を当てる。

　リアの未熟な花は固く閉じられていた。

　その花びらを無理矢理むしり取るようなことはせず、淡く茂る茶色の叢を探り、かわいらしく頭を隠している蕾を見つけ出す。

　蕾を指先でくにりと擦ると、リアの背筋に電流が走った。

「あ……！」

　奉仕はしても、相手に触れられたことがなかった秘処の感覚に、リアは困惑する。

（こんなの……こんなふうに感じるなんて……）

　性技は苦しくて痛いばかりで、リアに快感をもたらすことなど一度もなかったのだ。

　だからリアは性の奉仕が怖くて仕方なかった。

　それなのに、バルバロスに触れられると、なぜか体の芯が熱く火照ってくる。

　何度も蕾を擦られて、赤くうっ血したそこがぷっくりと膨らみ、さやから頭を出した。

（あそこが……じんじんする）

　触れられる度にビクッと体が震えてしまう。生理的な反応を止めることができない。

　得もいわれぬ快感が蕾から広がっていき、熱を持って下半身を覆う。

「あっ……あん」

　蕾を擦る動きが速くなる。

　それに合わせて四肢が勝手に痙攣してしまう。

「あ、ああん……んぅ！　は、あぁぁ……！」

　息が荒くなって、激しすぎる快感から逃げるように腰を動かすと、それがバルバロスを刺激するのか、腰を掴まれて固定された上、膨れた蕾をつままれた。

「ひぁ、ぁあっ！」

　その途端、花の奥がじんじんと疼き、奥のほうからとろりと蜜があふれ出すのがわかった。

「あ、あ、ぁあ……」

　ガクガクと膝を震わせて、脳天を突き抜けていく未経験の感覚に打ち震える。

「濡れてきた」

　しっとりと蜜に濡れる花の割れ目に、つつとバルバロスが指を走らせる。

　そのかすかな感触に、ゾワッと心地いい寒気を感じ、リアは体を震わせた。

　指が花びらを押し広げ、桃色に充血した秘められた場所をまさぐる。

　甘酸っぱい香りがリアの鼻にも届き、羞恥に体が熱くなった。

「ああん……あっ、あっ」

　指で味わうようにねっとりと割れ目に沿って這わせ、何度も蕾に到達しては指で弾く動きに、なぜか物足りなさを感じ、リアは腰を揺らした。

（こんなの……生まれて初めて……）

　初めての感覚に陶酔し、全神経が自分の秘処に集中する。

　蜜が割れ目を濡らし、花びらに露を落とす。

　じんじんと熱を持った花びらはさらに押し広げられて、かわいらしくヒクヒクする蜜口にぬっぷりと指が差し込まれる。

　ぬめる蜜道が指を咥え、たやすく呑み込み、蠕動する。キュッキュッと巻き込むようにして、バルバロスの指を奥へと導いた。

　指が中で擦れ、ゾワッと背筋が震える。

「あっ、ぁん、は、ああ……」

　自分の動きに合わせて指が出し入れされ、性技を仕込まれていたときにはわからなかった快感のツボを刺激された。

「ひゃ、ぅうん！」

　蜜壺がじゅわりとトロトロした液体をあふれさせる。

　その途端、指が抜かれて物寂しさに襲われ、もっと欲しくて腰を突き出した。

　今度は一本だった指が一気に三本に増え、ぬぷぬぷと音を立ててリアの中にめり込んでいく。

　その押し込まれる感覚に蕾がますます腫れ上がり、蜜道が痙攣して背筋を反らせて鳴いた。

「あ！　あっ、あぁん！　ふ、ぁ……ああ！」

　蜜がしとどにこぼれ落ちてバルバロスの手を濡らす。

　ピクピクとお尻が震えてしまう。

　恥ずかしいくらいに感じすぎているのが、どうしようもなくいたたまれなくて、リアはシーツに自分の顔を埋めた。

　蜜が泡になって破裂する音を立て、じゅぷじゅぷと指が激しく動き、リアの中の快感のツボを押しまくる。

「は、あぁ、ぁっ、ぁあああ！」

　とめどない愉悦に声が勝手に喉から飛び出してしまう。

　喘ぐ以外何もできなくて必死にシーツにしがみついた。

　何度も何度も達して、オルガズムの余韻が引かないうちにまた責められる。

（こんなに感じるなんて……凄く恥ずかしいッ）

　性奴隷が主人の指戯で感じるなど普通はあってはならないことなのに、バルバロスの指使いと彼への思慕が、リアの体と心を高揚させて止まない。

　口淫を拒否されたからこれ以上はなすすべもなかった。

　後は、彼を受け止めて性技で彼自身に快感を与えるだけだ。

　すっかり柔らかくほぐれた蜜道から、濡れた三本の指がぬちゃりと引き抜かれた。

「あ……」

　指の存在感がなくなった切なさにリアの蜜口がヒクヒクと痙攣している。

「処女だがずいぶんと仕込まれているようだ」

　その言葉にリアは顔を真っ赤にする。

（バルバロス様だからだわ……自分ではこんなに感じることなんてなかったもの！）

　確かに性具によってリアの処女膜は消失していたかもしれない。

　けれど本当に男を受け入れるのは今が初めてなのだ。

（バルバロス様が……わたしの初めての人で良かった……）

　胸が満たされる思いで、リアは次の指戯を待った。

　突き出したお尻をさらに高く持ち上げられて、お尻が突き出され、淫部が露わになるのを感じて、リアは手で顔を覆う。

　胸がドキドキと高鳴って、期待にそわそわとしてくる。

　次に何をされるか予想がつかないから余計に興奮の度合いが高まってしまう。

　硬く突き出て膨らんだ真っ赤な蕾がじんじんと熱を持ち、ちょっとでも触れられたらそれだけでイってしまいそうだ。

　背後でバルバロスの気配がする。動く度に空気が揺らぎ、ヒヤッとした風が秘部に当たった。

　ふいに花びらをめくられて熱い塊を蜜口にあてがわれた。

　それだけで心臓が飛び跳ねる。

　ドキドキという鼓動がリアの耳元で鳴り響いている。

　今度こそ何をされるかわかっている。性具ではない本物を中へ差し込まれるのだ。

　充分に濡れた花の中へ熱の籠もる楔が打ち込まれていく。

　その質量に、リアの背筋を電流が走り抜けていった。

「あー……！　あっあっあ、あ……！」

　悲鳴のような声が喉をつく。入れただけなのに子宮が震えて高みの際まで追いやられた。

　みっともないくらいに、花びらを濡らし、膝がガクガクと震えてしまう。

　へたり込みそうな腰を、バルバロスが両手で固定し、持ち上げたまま突き上げるように腰を動かした。

「は……！」

　半開きになった口から、とろりと甘い唾液が垂れる。どうしても声が漏れて口を閉ざすことができなかった。
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「あ、あ、あ……！」

　リズミカルな腰の動きに何度もリアの快感は爆発しそうになる。

　子宮の入り口をトントンと叩く淫頭の動きにジュワッと蜜があふれた。

　閉じられた太腿が膨れた蕾を挟み、腰が揺れる度に擦られて、高まりが増していく。

　何度も極まってはお尻が震えて、キュッキュッと隘路はきつく硬いものを咥え込んだ。

　背後で、バルバロスの切なげなため息が聞こえる。

　肌が火照って、服の下は汗だくになっている。

　お尻に腰が叩きつけられる音が少し水っぽい。

　彼も汗を肌ににじませてリアを貪っているのだろう。

「あぁ……」

　リアの体からどんどん力が抜けていく。

　彼に貪られるほど、快感と一緒に何か熱いものが湧き上がり、それが子宮から外へ流れ出ていく感覚がある。

　ふいにぐっと剛直が深く突き入れられて、腰を持ち上げた腕がゆさゆさとリアの体を揺さぶった。

　淫頭が子宮口をプルプルと弾き、リアは発作的に叫んだ。

「や、やああ……！　そ、れ……やっ……だめぇ」

　脳髄ごと揺さぶられているような感覚に、急に恐れが生じる。このままだとおかしくなってしまいそうな恐怖感が湧き上がった。

　シーツをかきむしって、朦朧としたまま何度も喘ぐ。

「だめぇ……！　お、おかしくなっちゃう！　や、やだぁ……！」

　何か得体のしれないものが頭をもたげ、リアの体の中から血潮を吸い取るように快感を貪欲に奪っていく。

「あ、あ……やぁ……やだ、ぁ……」

　同時に、リアの体がビクビクと痙攣して弛緩し、ぐったりとシーツに埋もれた。

　バルバロスは精を吐かず、ずるりとリアの中から自分自身を取り出し、乱れた服を整える。

　リアはうつ伏せのまま、お尻を高く上げて失神していた。

　バルバロスはそんな彼女を見下ろし、優しく仰向けにするとそれまでの荒っぽさとは打って変わって、丁寧に濡れた布で彼女の花の蜜を拭い、ネグリジェを着せた。

　眠っている彼女の、ここに来た最初の頃よりもふっくらとしてきた頬を撫でると、瞳にかすかな優しさがともる。

　そして、静かに寝室から出て行った。




　それからは毎日、リアはバルバロスに抱かれた。

　決まってリアの寝室で、荒っぽく抱かれはするけれど、彼の指戯はどこまでも優しく淫靡で、リアが何度も達するまで責め続けた。

　その営みはいつも背後からで、彼は決してリアに自分を触れさせることはなかったし、性欲の処理として以上の役割はなかった。

　それ以外は全く変わりなく日常は過ぎていく。

　バルバロスの様子は日に日に良くなっていき、塔自体の雰囲気も変わってきた。

　ビリビリとした力が張り巡らされているのを感じる。それは森も同様だった。

　現に、リアを抱いてからあの白い狼はやってこなくなった。

「最近狼を見ませんね」

　リアがそれとなくバルバロスに訊ねると、彼は静かに答えた。

「森の結界がよみがえった」

　それはバルバロスの魔力が元に戻ったということでもあった。

（抱かれたら、わたしは死ぬと言われたけど、全然そんな感じじゃない……今までと変わりない。確かに抱かれた後、気を失ってしまうし、その後は凄くだるいけど……）

　でもそれは酷く感じるセックスをすれば、誰でもそうなるものだと聞いていた。

　これでは、主人の様子を窺いながら感じているふりをして、主人の快感を優先させなければいけない性奴隷としては失格なわけだが、バルバロスは今のままでいいと言うのだ。

「おまえは黙ってわたしに抱かれていればいい」

　それはぶっきらぼうで冷たい言い方だったけれど、以前よりもずっと優しい目で自分を見ているのにリアは気付いていた。

　自分を見つめるバルバロスの瞳を思い浮かべただけで、胸がときめいてしまう。日を増すごとに彼を愛しているという思いに心が満たされていく。

（やっぱり、バルバロス様はとてもお優しい……この方に買われてわたしは本当に幸せだ……）

　リアはこの世に生まれてきて今が一番幸せだと噛みしめた。




　いつの間にかともに眠るようになった頃、リアは昔の夢を見た。

　ごうごうと燃える村、ゴミのように倒れた血みどろの村人。

　甲冑を着た男たちが、逃げ惑う村人を背後から剣で突き刺している。

　幼いリアもおぼつかない足取りで母親に手を引かれて逃げていた。

　母親があんまり強く手を引っ張るので、リアは転んでしまう。

　母親が何か叫びながら、リアに覆い被さってきた。

　生温かなものがリアの頬に垂れて、母親の体から力が失われてしまった。

　恐ろしい甲冑の男に引きずられて、泣きながら母親を呼んだけれど誰も答えず、リアを助けてくれるはずの優しい父親も母親も今や炎に巻かれて見失った。

　この後に待ち受けている身の毛もよだつことをなぜか幼いリアは知っていて、そのことに恐怖を覚えて、泣き叫んだ。

「いや、いやいや……お母さん、いや……」

　自分を優しく揺さぶり、名前を呼ぶ声が聞こえてくる。

（あ、お母さん……やっと迎えに来てくれたのね……凄く凄く待ってたのよ）

　ぼんやりと目を開くと、目の前にはバルバロスの顔があった。

「え……？」

　驚いて目を見開いてしまう。その瞳から夢の残滓がぽろぽろとこぼれ落ちる。

「大丈夫か。うなされていた」

「あ……」

　怖い夢からいったん覚めて、バルバロスの顔を見た途端、リアは安心して声を押し殺して泣いた。

「夢を見たのか」

　眠らないといったバルバロスが、いつの間にか自分とベッドをともにするようになってくれた。

　その彼が、一晩中、リアの寝顔を見守っていたのかと思うと、それも嬉しくてまた泣けてくる。

「バルバロス様、なぜそんなにお優しいんですか……？　わたしはただの性奴隷なのに……こんなに気にかけていただけてとても嬉しいです……」

　しゃくり上げるリアに、バルバロスがゆっくりとした口調で話しかける。

「どんな夢を見た」

　リアは目を開けて、彼の瞳を覗き込み、ぽつぽつと語った。

「小さい頃の夢です。戦争があって、父と母が殺されて、わたしは傭兵にこの国に連れていかれて奴隷商人に売られたんです、性奴隷として……だからこんなわたしに優しくしてくださるバルバロス様には感謝しているのです……」

　バルバロスが手の甲でリアの頬を撫でつける。

　お互いまだ肌を見せ合うことはなくても、リアにはとても彼が近くにいると感じられた。

　おもむろに彼が口を開いた。

「物心ついたときに両親がわたしを魔法使いに売ったのだ」

「売った？」

　リアは驚いて目を見開く。

「バルバロス様は魔法使いの御子ではなかったのですか？」

「いや、魔法使いは世襲制ではない。わたしは強い魔力を持って生まれた。生まれながらに魔法を使えたのだ。しかし、それを恐れた両親がわたしを捨てるように魔法使いに売った」

「ご両親を恨まれなかったのですか？」

「両親を恨んでどうするのだ。貧しい農家の息子だったわたしが、満足に食事もできず長く生きられたとは思わない。少なくとも魔法使いの弟子でいる限りは食べることができた」

　そして、バルバロスは一息入れて告白した。

「おまえの両親を殺した戦争はわたしが手助けしたものだ。少なくとも、おまえを奴隷にさせたのはわたしでもある」

　バルバロスの言葉に、リアは上体を起こす。

「いいえ、バルバロス様はご自分の役目を果たされただけでしょう？　戦争を起こそうと考えたのは国王です。バルバロス様じゃありません」

「わたしは国王の犬ではないが、単にあのとき気が向いたのだ。わたしが欲しい地図と引き換えに」

　決して謝るわけではなかったが、無表情な彼の瞳に後悔がにじんで見えた気がした。

　リアはそれまで聞かずにいたことを訊ねてみる。

「あの狼は自分のことを兄弟子と言ってました。どうして、兄弟子の彼があなたを殺そうとするのですか？　その指輪を奪おうとするのですか？」

　バルバロスは少しためらった後、

「グルマイラは魔力は持っていたが、魔法使いとしての素養がなかったのだ。感情的で、自分の感情を殺すことができない。魔力をコントロールできなかったのだ。だから後継に選ばれなかった。わたしは魔法使いからこの呪具をいただき、そして彼を殺した。呪具を持つものが魔法使いと同じ素質を持っていれば、その称号を受け継ぐことができる」

「称号？」

　爵位のようなものなのだろうかと首をかしげる。

「名前のことだ。名前には呪力がある。わたしに与えられたのは『青と黒の天地を統べるもの』という名だった」

　あのとき、狼がバルバロスに向かって言い放った言葉を口にする。

「ウロラミス・アルダリオン……」

「そうだ。その名が、今のわたしの名前だ」

「メルリンとはなんですか？　狼にそう言ってましたけど……」

「メルリンとは呪具なしの魔法使いの蔑称だ。力をコントロールできない魔力を持つ者は変身や治癒のようなことでしか魔法を使えないのだ」

「あの狼もあなたのように力が弱まるのですか？」

「一度に使う魔力が違いすぎる。本来ならばわたしは、もっと長く魔力を保持できると思っていた……」

　リアは狼の言葉を今一度思い出す。

（魔力が尽きるとバルバロス様は死んでしまう……わたしから魔力を補給しないといけない……そのためにはわたしを抱くしかない。だから……バルバロス様はわたしを抱くのね）

　それは切ない考えだったけれど、リアの中で大きく育ってしまったバルバロスへの思慕は、いつしか抑えることができなくなっていた。

　リアはバルバロスにひっしと抱きつく。

「死んでは嫌です……バルバロス様！　わたしを抱いて魔力を吸ってください。あなたが生きてくれるなら、わたしは死んでも構いません……！　いくらでも抱いてください」

　バルバロスの手が、リアを体から引き離した。

　拒絶されたのだと思い、リアは体を硬くする。

　ふいにバルバロスがリアの額に手の甲を当て、そのまま頬まで撫で下ろす。

　その瞳が震えるほど優しい光を宿している。

「あ……」

　リアは一瞬キスされるのかと思ったけれど、彼は彼女を仰向けに倒した。

　バルバロスの瞳を見つめたまま、されるがままになる。

　着ていたワンピースの前を彼がはだけると、リアの胸がまろびでた。

　白いマシュマロのような胸に桜色の乳首が顔を出している。

　服にすれて尖ったそれを、バルバロスが指でつまみ、頂をさわさわと指の腹でこする。

（あ……胸を触られるのは初めて……）

　下腹部がそわそわするようななんとも言えない感覚が湧き上がり、リアは浅く息をつく。

「はぁ……」

　いつもの蕾を嬲るような激しさはないけれど、体の芯に灯がつき、だんだん下半身がじんじんと疼き始めた。

（自分で触ってたときより、なんだか変な気分になる……）

　性技を仕込まれていた頃、自慰をするように強要されることはしばしばで、自分で乳首を弄るように命じられた。

　けれど、自分で触れても全く感じもしなければおかしな気分になることもないリアを、性技を仕込む男や女たちは『不感症』と呼んだ。

　だから、セックスは怖いし、自分はこういうことをしても痛いばかりで感じないものだと思っていた。

　それなのにバルバロスに触れられると、たやすくそこから電流が走り、子宮の奥がキュンと収縮する。

「あん……」

　甘い声が漏れる。

　声に合わせて、バルバロスの指が緩急を付けてくる。

　うずうずとする感覚が切なさを生み、ずくずくと蕾と花の奥が疼いた。

「んん……は……」

　艶やかな声が唇から発せられると、柔らかなまろみのある乳房をバルバロスが手のひらに包み込み、やわやわともみしだく。

　その指の動きに安らぎを感じて、自然に笑みが浮かぶ。

「気持ちいいか？」

　うっとりとした心地で、リアは答える。

「……はい」

　すると、ぴんと立った乳首をバルバロスがつまんでくにりとねじり、さらに捏ねる。

　ジワッと花から蜜がしみ出してきた。

「あ、はぁ……」

　いつの間にかワンピースを脱がされて、リアの白い体がシーツの上に横たわっていた。

　ここに来てから痩せていたリアの体は少しずつふくよかになって、触り心地のいいものに変化した。

　それをバルバロスも楽しんでいるように感じる。

　やんわりと胸を揉んでいた手を下へと伸ばし、茶色い茂みを手のひらで覆う。

　さわさわと触れられ、くすぐったくてリアはクスクスと笑った。

　彼の中指が割れ目をかき分け、なぞる。

　割れ目の端にある、愛撫を待ちきれず頭を出している蕾に触れた。

「ん、ふ……」

　もっと触れてほしくて、無意識に腰を浮かせる。

　指の腹が割れ目ににじみ出た蜜をすくい取り、ぷっくりとした蕾になすりつけてぬるぬると擦り始めると、リアの体はビクビクと震えた。

「あっ、あ……あ、あ」

　蕾を擦られ、リアの花の奥に火がついた。

　足裏が熱を持ち、ジリジリとと焦げ付くような感覚に襲われる。

「あぁあ……」

　だんだんとバルバロスの剛直が欲しくて堪らなくなってくる。

　蜜口が痙攣し始めるのが自分でもわかった。

　切ない、潤んだ瞳でバルバロスの顔を見上げると、真剣な顔つきで見返される。

　彼の薄い唇がどうしようもなく官能的で、彼の不思議な香りの体臭がかぐわしくて、胸がドキドキとときめいてしまう。

　バルバロスに抱かれて初めて彼の興奮している表情を見ることができて、密かに感動した。

「は……んん」

　優しく蕾を愛撫され、徐々に込み上げてくる高まりがリアの中で我慢できなくなる。

「は、ぁああ……」

　ねだるように喘いでみせると、彼が手を止めて、リアの太腿を大きく開いた。

　リアの足の間にすでに昂ぶっているものをあてがう。

　初めて彼のそれを目にして、リアは思わずしゃぶってあげたいと思った。

「わ、わたしもご奉仕いたします……」

「おまえはわたしを受け入れるだけでいい」

　拒否されるとどうしようもなく悲しくなる。

　その表情を見て、バルバロスが優しい声音で言い足した。

「おまえを喜ばせたいだけだ」

「バルバロス様……」

（奴隷のわたしがご主人様にこんな言葉をかけていただけるなんて……こんなに幸せでいいの？）

　感極まってまなじりに涙が浮かんだ。

「なぜ泣く」

（わたしはバルバロス様に魔力を吸っていただいてるだけ……こんなに優しくしてくださるのは、わたしのことを特別に感じていらっしゃるわけじゃない……それを忘れないようにしないと……）

「いいえ……なんでもありません」

　精一杯込み上げてくる涙を我慢して、リアは微笑んでみせた。

　悲しみの涙ではない。その涙はあくまでも喜びの涙だった。過分な優しさを与えてもらえることに対する……。

「んふ、ぅ……」

　昂ぶりがグッと隘路を分け入っておくまで一気に突き進んだ。

「あ、あ……」

　蜜襞が熱い塊にこすりつけられて、感じやすい場所を抉ってきた。

「ん！　んんぁ……あぁっ！」

　ゾクゾクと鳥肌が立つほどの快感が背筋を突き抜けていく。

　軽く達して、カクカクと膝が笑っている。

　じんじんと疼き余韻の残る中を、熱塊が突き進んでは引き抜かれ、それを繰り返す。

　何度も背中が震えて、蕾を中心に込み上げてくる感覚に、喉が震えた。

「ふぁああ……あ……！」

　持ち上げられたお尻にバルバロスのそけい部がぶつかり合う。

　お互いに汗のにじむ肌をこすりつけ、それがさらに興奮を生む。

「はっ、はっ……あっ、あぁんっ」

　じわじわと込み上げてくる快感の波が、腰から這い上がり、リアの頭の中を侵食していく。

　激しい抽送に絶え間ない愉悦の波が襲い来る。

「あっ、あっ」

　声がかすれてきて満足に喘ぐこともできなくなっていた。

　白い肌は紅潮して、頬が上気する。

　リアは頭の中が沸騰していくような感覚に溺れた。

　ぐりぐりと淫頭が子宮の入り口を穿つ。

　蜜でぬめる膣内で、剛直がリアの敏感な部分を直撃してくる。

「あ……っ」

　ぶるぶるとリアの四肢が痙攣し、硬直した。

「あ、あぁあ……！」

　極みに追い上げられて官能の波にさらわれ、リアは意識を手放した。

　失神して目をつぶったリアの頬を、バルバロスは優しく撫でる。

　ひくつく蜜道を剛直を抜かないまま味わいながら、リアの体に倒れ込んだ。

　自分の胸の中に彼女を包み込み、慈愛の満ちた瞳で見つめてかすかに微笑んだ。




　それ以降、バルバロスのリアの抱き方が優しくなった。

　キスはないけれど、全身を手のひらで愛撫してくれる。

　激しさよりも安らぎを感じる抱き方だった。

　それに応えるように、リアも家事に励んだ。

　バルバロスは決して食べないけれど、彼のために料理を作った。

　充実して幸せな日々が過ぎていく。

　本当にこのまま抱かれていると自分が死んでしまうのだと、実感が湧かないくらいどこにも不調なところはない。

　確かに彼に抱かれると何かが抜かれるような感覚はあるけれど、それも快感の一種になってしまっている。

　そのことを考えただけでジュンと下腹部が熱くなった。

　自分でもふしだらだと思う夢想に耽りながら作った料理の前で、何か足りないなと思い腰に手を当てる。

（もう一品……ベリーのタルトを試しに作ってみようかな）

　バルバロスが持ってきてくれたレシピ集の中に、バラエティ豊かな甘いものがたくさんあった。

　自分でも食べたことのないお菓子に、リアの食指が動く。

　まだ外は明るい。夕飯まで時間があるし、森に入ってベリーを摘んでこようと考えた。

　窓から外を眺めると、少しだけ空が曇っているけれど、すぐに帰ってくればいいだろうと考えて、カゴを持って外に出た。

　森に入るとベリーの茂みを探してうろうろとさまよった。

　大分森の奥に入っていった頃、ようやくベリーを見つけた。

　夢中になって摘み取っていると、だんだんと雲行きが怪しくなってきた。

　パラパラと雨が降り始め、慌てて帰途についたときには、篠突く雨になっていた。

　闇雲に歩き回っても反対に森の奥へ迷い込んでしまうので、手頃な大きな木の下で雨宿りをすることにした。

　何時間経っただろうか、ようやく雨が止んだ頃にはリアの体はすっかり冷えきって、なんだか頭の中に鉛を詰め込んだように重たい感じがし始めた。

　森の梢から塔のてっぺんが垣間見えたので、それを頼りにして塔へ戻った。

　塔の前にバルバロスが佇んで、リアの帰りを待っていた。

　リアの姿をみとめたバルバロスが手にした毛布を彼女の頭からかぶせる。

「大丈夫か」

　いつになく心配そうな声音に、リアは明るく頭を振って、

「大丈夫です。ちゃんと雨宿りしてましたから」

　と答えた。

　本当は寒気がしたし頭痛も激しかったけれど、奴隷時代、そういうことを口にしたら鞭で折檻されたので、癖でなんでもないふりをしてしまったのだ。

　帰ってからすぐに食事の準備をして、ベリーでタルトを焼いた。

　結局自分で食べるだけなのだが、バルバロスは心配そうにずっとリアのそばについてくれた。

　家事をしている間、自分のそばを離れないバルバロスに、

「バルバロス様、研究はよろしいんですか？」

　と訊ねると、

「いや、今日はいい」

　と言って、バルバロスは頬杖をついたまま、彼女の様子を見ていた。

　そろそろ寝る頃合いになり、台所を綺麗にし終えたリアは、ホッと息をついて主人を振り返った。

　その安堵感で、今日一日の疲れ、我慢してきた不調が一気に押し寄せてきて、リアはよろりとよろめき、棚にすがりついたまま膝から崩れ落ちた。

「リア！」

　珍しくバルバロスが声を荒げるのを聞いた気がする。けれど、リアの意識はスーッと闇の中に落ちていった。




　ぐるぐると回る夢の中で目を開けると、必ず横にバルバロスがいるのを見て安心し、リアは目を閉じる。

　冷たいものが額を覆い、寝汗で濡れた体をだれかが拭ってくれている。

　ぼんやりとそんなことを感じながら、フッと意識が戻った頃には夜が明けていた。

「目が覚めたか」

　バルバロスが、ベッドの脇においてある椅子に座り、彼女を見守っていた。　

「バルバロス様……」

　慌ててリアは起き上がろうとしたが、なぜか体に力が入らず、パタンと倒れ込んでしまう。

「まだ、熱が下がっていない。そのままおとなしく寝ているのだ」

　確かに起き上がれないなら仕方ないが、一体誰が仕事をするのかと考えるといても立ってもいられない。

「でも、わたし……」

「熱が下がるまで、寝ていろ」

　バルバロスに強く言われて、おとなしくリアは掛布の中に潜り込んだ。

「一人で寝られるか？　悪い夢は見ていないか？」

「大丈夫です。バルバロス様はお仕事をなさってください」

　確かに熱がまだあるらしく体力がなくなっているリアは、すぐに眠りの淵へ落ちていった。

　いい匂いがしたのでふと目を開けると、バルバロスが皿を乗せたトレイを枕元に持ってきた。

「かゆだ」

　思いがけず、バルバロスの手料理を目の当たりにして、リアは驚いた。

「これを……バルバロス様が……？」

（バルバロス様がわたしのために……！）

　そう思うと胸が熱くなってきて、自然と笑みが浮かぶ。

「ありがとうございます！」

「熱が引いてきただろう。そろそろ何か食べねば、体力を失ってしまう」

　何事もない様子で、彼が小皿にかゆをつぎ分けた。

　大麦とミルクのかゆは甘い香りがした。受け取って口に含むと甘いハチミツの味が口いっぱいに広がる。

「熱くないか？　冷ましてやろうか」

「いえ、ちょうどいいです。とってもおいしいです」

（バルバロス様が……わたしを心配してくださってる……）

　それが嬉しくて、不謹慎にも病気がすぐに治らなかったらなんて思ってしまうほどだった。

　そういうわけにもいかないのは充分わかっていたので、明るくバルバロスに告げる。

「わたし、早く良くなりますね」

　数日はそうやってベッドに横になっていたが、さすがに熱も下がり元気になってくるとどうにも体を動かしたくて仕方ない。

「そろそろ仕事に戻りたいです」

　バルバロスに訴えるのだが、彼は首を振ってまだ寝ていろと強く諭してくる。

「まだだ。ぶり返してはいけない」

　あまりにも心配していて、リアは思わず微笑んだ。

「どうしてそんなに優しくしてくださるんですか？」

　バルバロスの主人らしくない行動に多少の戸惑いも感じていたリアは、不思議そうに訊ねた。

　バルバロスは少しためらった後、

「どうしてだろうな……おまえを失うと思うと怖いのだ。こんな気持ちは……生まれて初めてで自分でもよくわからない」

　とつぶやいた。

　その様子が途方に暮れた少年のようで愛おしく感じ、リアは心から嬉しくなった。

（でも、わたしは奴隷だ……バルバロス様のことを愛していても、それを口にすることなんて一生できない……主人と奴隷の立場は崩せないから……）

　悲しくなる気持ちを精一杯隠して、

「わたしは奴隷ですよ？　わたしの代わりは……魔力をバルバロス様に与えることができる人間は他にいるんじゃないですか？　大切に感じられるのはわたしが魔力の源だからでしょう？」

　わたしを特別に扱わなくていいと、リアは答えた。

　すると、思いがけずバルバロスの瞳が悲しげになる。

「ならば、わたしはおまえの魔力を吸わない。わたしが吸ったことで発動した魔力におまえが自家中毒を起こさぬように、わたしの弟子にして魔力の操り方を教える。弟子にすれば、おまえと一緒にいられる……」

「でも……そんなことをしたらバルバロス様が……」

「今はそんなことはどうでもいい。おまえに生きていてほしいのだ」

　まさかバルバロスにそんなことを言われるとは思っていなかったリアは、心臓が止まってしまいそうなほど驚いた。

　自分の命よりもリアの命を選ぶなんて、思いもよらなかったのだ。

　驚いているリアの桃色の唇に、バルバロスの薄い唇が重なった。

　思いのほか柔らかな唇だった。

　ついばむように口づけを繰り返し、戸惑ったままのリアの唇を味わう。　

　上下の唇を交互に吸っては食み、彼女の温かさを堪能しているようだ。

　リアの唇を味わった後、バルバロスの熱い舌が彼女の唇を割って中に入ってきた。

　彼女の口内をねっとりとねぶり、戸惑う舌を絡め取る。

　強く吸いながら擦りあわせて、リアの敏感な口腔に刺激を与えた。

「ん……んん」

　体への愛撫にはすっかりなじんだのに、唇への愛撫は生まれて初めてで、どうしたらいいのかわからなくなる。

　息をするタイミングすらわからなくて、空気を求めて喘いでしまう。

　チュプッと唇がわずかに離れ、銀色の糸が二人の唇を繋ぐ。

　熱いため息が、リアの口から漏れる。

「はぁはぁ……」

　リアの首筋にバルバロスが唇を這わせる。

　彼が強く吸うと、リアの白い肌に赤い花が咲く。何度も位置を変えてリアの体に花を散らしていく。

　バルバロスの大きな手のひらが、はだけたネグリジェからあふれ出た乳房を包み込む。

　指先がぽっちりと浮き出た乳首を捕らえ、その尖った先を軽くかく。

「は、あぁ……」

　艶めいた声が喉をついて出た。

　柔らかな乳房を手のひらで揉み、かき寄せては舌先でその尖りを弾く。

　寄せられた二つの頂を交互に舐めては吸う。

　ますます充血して赤く染まった先をバルバロスが口に含み、舌先で転がす。

（あ……あぁ……バルバロス様がわたしのおっぱいを舐めてくださってる……）

　奴隷に愛撫をしてくれるような主人はいないものだ。

　主人を喜ばせるために仕込まれた性技を一切使うことなく、リアはバルバロスに愛されている。

　それがなんとなく背徳的な悦びを感じさせた。

「あっ、あ……」

　だんだんと込み上げてくるモヤモヤとした淫猥な気分が下腹部から散っていき、じんじんと疼く蕾に集結していく。

　自分でも蕾が凝って硬くなるのがわかる。

「あぁあん」

　もっと触れてほしくて切なげに泣いてしまう。

　その声に応えるように、バルバロスの唇が脇を伝い、腹におり、茶色い淡い茂みに触れた。

　赤い舌が伸びて、リアの割れ目をかき分けて、硬く凝った蕾の先をくすぐった。

　舌先がチロチロと蕾を弄ると、リアの腰が浮いてあられもない声が漏れる。
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「あ、あっ……ぅうん……」

　徐々に込み上げてくる快感に、じっとりと汗が肌に浮く。

　どこかへ行ってしまいそうなほど体が震え、堪えきれなくて、指がシーツをかきむしる。

　唇が赤くうっ血した蕾を食み、チュプと水音を立てて軽く吸うだけで、意識が飛びそうなほど感じすぎて大きな声が出てしまう。

「はぁ……っ、んぁあ！　あっ！」

（そんなに吸われたら……だめッ、おかしくなりそう！）

　首を横に振り、髪が乱れる。浅く息をついて、のけぞった。

　花からはとろとろと蜜が垂れ、花びらの際に沿ってシーツへとこぼれ落ちる。

　その蜜を、彼の舌がすくい取りすする淫猥な音が聞こえてくる。

　硬く立った蕾をカリッと歯を立てられ、キュッと蜜道が痙攣した。

「は、ぁああっ！」

　ぞくぞくと震えが尾てい骨や背筋を這い上がって、声が勝手に上がった。

「やっ！　あっ……！　あ、あ……！　お、おかしくなる……だめっ！」

　思わず両手でバルバロスの頭を押さえるけれど、どうしても力が入らない。

　足先がふるふると痙攣し、込み上げてくる感覚にこわばってきた。

　じんじんと疼いていた花の奥に火がついたように熱くなり、キュウと収斂した。

「んーっ！　んぁあ！」

　込み上げてきた快感にのまれて、思わずバルバロスの体に足を巻き付けていた。

　背中をのけぞらせ、感極まって全身を痙攣させた。

「あっ、あぁあ！」

　それと同時に愛蜜もあふれてこぼれた。

　バルバロスが巻き付く足を外し、リアの腰を持ち上げると、舌の腹で蕾をねぶりながら指を三本、花の中へ埋めた。

　第二関節まで差し込むと、腹側にあるくぼみを指の腹で押した。

「ひゃ、ぁあん」

　火に炙られるような熱さと激しい愉悦に意識が飛びそうになる。

「やっ、だめぇ……っ」

　じゅぷじゅぷと音を立ててバルバロスが指を出し入れする。何度もリアが感じる場所を擦り、蕾を舌で弄んだ。

　まるで荒波のような快感が、リアの全身を木っ端のように翻弄し、官能の高みへと押し上げていった。

「あ……っ！　あ、あ、あぁぁ！」

　何度目かの絶頂に、リアは体を硬直させるとぐったりと弛緩した。

「はぁはぁ……」

　荒く息をしていると、バルバロスが頭を上げ、ほどいたリアの両足を持ち上げて肩にかけた。

　熱くたぎる楔を一気に花に打ち込んだ。

「はうぅ……！」

　ゾクゾクと電流が背筋を這い上がって、頭へ突き抜けた。

「あ……あぁ……」

　軽く達して、力なく両手をシーツに投げ出した。

　突き上げては引き抜き、リアの中を蹂躙する。

　うねる肉襞が太い彼自身を包み込み、キュッと締め付ける。

　そのたびに、バルバロスはクッと眉を寄せた。

　彼の汗がリアの肌にポタポタと落ちる。

　火照った肌に彼の汗のしずくが冷たくて、心地いい感覚が呼び起こされる。

「あぁ……」

　気持ちいい渦が全身を覆い、ゆっくりと深みにはまっていく。

　蜜道を擦り上げる熱塊の質量に、リアは意識を集中する。

　抽送を繰り返しながら、バルバロスがリアに覆い被さり、ついばむようなキスを落とす。

　グッと硬い雄が深くまで突き上げてきて最奥を抉ってくる。

　それが溜まらなく気持ちよくて、思わずリアの腰が揺らいだ。

「ん、んん……はぁ……」

　リアの様子を見たバルバロスが、彼女を抱き起こして自分の膝に乗せる。

　それと同時にズンッと深く、子宮の入り口まで槍が突き立てられた。

「ふ、あ！」

　快感の震えが全身を走り抜けた。

　きゅっと蜜道が彼を咥え込んだ。

　揺さぶるように腰を動かされ、そのたびにグリグリと淫頭で奥を抉られる。

　体がガクガクと痙攣して後ろに倒れ込みそうになるのを、リアは両腕を彼の首に巻き付けて耐える。

　耐えればその分、最奥を嬲られ続けて力がどんどん抜けていった。

「あ、あ、あ……」

　赤いぷっくりとしたリアの唇を貪るようにバルバロスは口づけた。

　何度も腰を揺すりながら、彼女が高みに登っていくまでキスをし続ける。

「あ、ああッ！　バ、バルバロス様……っ！」

　何度目かの痙攣が彼女の体を襲ってから、ぐったりとバルバロスの体にもたれかかる。

　彼が手のひらで彼女の頬を包み、親指でその彼女の唇をなぞった。

　愛おしそうにリアの額、まぶた、頬に何度もキスを降らし、

「おまえを失いたくない……」

　交歓の余韻に浸りながら、バルバロスが甘く低い声で囁いた。

「バルバロス様とずっと一緒にいます……」

　うっすらとまぶたを開き、恍惚とした表情でリアは心からそう答えた。

　バルバロスの言葉は、奴隷と主人の関係を変えるということなのだろうか？

　けれど、バルバロスの次の言葉でそれが本当のことだと確信できた。

「奴隷としてではなく、愛する人としてずっとそばにいてほしい……」

　リアの胸に感動があふれ、それが瞳からこぼれ落ちる。もう二度とためらわないと、リアは決心する。

「わたしも……わたしもバルバロス様を愛しています……」

　再び、二人は熱い口づけを交わした。

　この先にどんな困難が待ち受けていようと二人は永遠に離れることはない……決して──。








★おわり★










冷徹な魔法使いは奴隷少女と愛を知る
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